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１．はじめに
　講義型授業の双方向性を高めるツールとして
オーディエンス・レスポンスシステム（audience 
response system， ARS）がある．ARS はクリッカー
などと呼ばれる端末を用いて， 多肢選択式で提示され
る質問に受講者が回答し，その集計結果をグラフ等
で視覚的に即時表示するシステムである．ICT 機器
やアプリケーションの発展により，近年では専用の端
末を用いることなくスマートフォンやタブレット等
のアプリで代用することも可能である．国内におい
て ARS の授業活用は北海道大学における物理学の導
入教育での実践 1）が先駆とされるが，現在まで様々
な実践事例や効果検証が報告されている 2）．授業にお
ける ARS 活用には，学習者の授業参加意欲や学習内
容に対する主体的関与の向上，学習者の知識・理解
度や態度の可視化，他の学習者の理解度や意見等を
把握できること等の効果が期待できる．また，それ
らの回答を記録できることから教育効果の検証や授
業評価にも利用しやすい．
　本稿では，社会安全と色彩心理に関する高校生向け
体験授業に際して ARS を導入した双方向型講義の実
践事例を紹介する．この体験授業では ARS の効果と
して，受講者の参加意欲向上のほか，学習内容に対す
る主体的関与の向上，色の感じ方に関する個人差と平
均的傾向の把握を主眼として授業デザインを行った． 

2． 授業デザイン
2.1. 授業概要
　この体験授業は， 日本大学危機管理学部が高校生向
けに実施する体験授業コンテンツの 1 つとして筆者が
企画・実施したものである．危機管理学が法学を基
盤としつつも様々な社会科学の学識から分野横断的
に成り立っていること 3）を知る上で， 色彩心理学の知
見が社会安全にどのように活用されているかを学ぶ

内容とし， 題目は『安全・危険を「色」で伝える : 危
機管理と色彩心理学』とした． 

2.2. 授業計画
　授業構成を表 1 に示す．授業内容は木村・名取 4）

や木村 5）の内容を参照し， 前半では新型コロナウイ
ルス感染拡大対策に際しての色を活用したリスクコ
ミュニケーション事例や，色による危険度の段階表示
に関する説明を行った．後半では赤を用いて重要な
メッセージを伝達する際の留意点や，CUD など社会
安全と色彩心理に関する今後の研究展開の可能性に
ついて論じた．高校生向け体験授業の持ち時間は 30
～ 50 分程度の範囲が多いことから，基本コンテンツ
を 30 分で説明できるよう構成した．持ち時間がそれ
以上ある場合には，補足説明スライドを追加してよ
り丁寧に説明した．

表 1　授業構成
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※ 写真を含む場合も、記事全体が予定ページに収まるよう文章量にご配慮ください。

※ 表題が 2 行以上となる場合には、本文の文章量を行数で調整してください。

※ キーワード（Keywords）は必ず和英ともご記入ください

 
内容 所要 

時間 (分) 
タイトル・ARS 操作法説明 ― 
講座・講師の紹介 2 
1. 感染症対策とカラーコミュニケーション 
事例① 感染拡大状況を色で伝える／事例② 施設内
の清潔度別区域分け (ゾーニング)／事例③ 医療従
事者への「感謝の青」1／色を用いた情報伝達a 

6 

2. 危険は何色？ 
色の潜在危険度2／信号機の色／JIS 安全色a／被災
建築物応急危険度判定／トリアージ／内閣府「避難
情報に関するガイドライン」3／安全・危険を色で伝
える 

12 

3. 「赤」を上手に使う 
ポイント①背景と明度差をつける a／ポイント②退
色する前提で／ポイント③近隣住民との調整 

8 

4. 研究の展開 
学ぶ→研究する／色覚の多様性に対する現場の理解
と対応状況／まとめ 

2 

1-3 ARS設問実施箇所  a 授業時間に応じて説明量を調整 
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設問 質問文 選択肢・正答

問1 医療従事者への「感謝の青」について

イギリス (ロンドン) 発祥のこの活動, なぜ
「青」なのでしょうか？

問2 「色の潜在危険度」

もっとも危険性を感じる色はどれでしょう

か？

問3 内閣府「避難情報に関するガイドライン」

警戒レベル５…真っ黒を避けたのはなぜ？

A: 国民健康サービス (NHS) のロゴカラーだから
B: お礼状を青インクで書く習慣があるから
正答: A
解説: 2020年3月にロンドンで国民健康サービス (National Healthcare Service, NHS) のロゴ
カラーをライトアップしたことが契機となり世界中に拡大したとされる. お礼状の文字
色について, 文化によっては別れを意味する赤や緑を避けるといった言説はあるが, 青イ
ンクで書くとする習慣はない.
A: 赤, B: 赤紫, C: 黄 (※色名とあわせて各色を表示)

A: 真っ黒から連想される色のイメージが良くないから
B: 真っ黒だとかえって白文字の読みやすさが低下するから
正答: A
解説: 完全な黒は「死」を連想させる可能性があるためわずかに紫の色みをつけるとあ
る     . 黒背景に白字とすることで可読性が低下することはない.7)

表 2　ARS を用いた授業内クイズ・アンケートの設問

※ 写真を含む場合も、記事全体が予定ページに収まるよう文章量にご配慮ください。

※ 表題が 2 行以上となる場合には、本文の文章量を行数で調整してください。

※ キーワード（Keywords）は必ず和英ともご記入ください

講義情報 参加者情報
実施回 授業時間 (分) ARS回答方法 属性 人数
2022年 オープンキャンパス (1) 30 Googleフォーム 高校1～3年生, 保護者等 16
2022年 オープンキャンパス (2) 30 Googleフォーム 高校1～3年生, 保護者等 58
2022年 出張講義 (1) 45 クリッカー端末 高校1年生 23
2022年 出張講義 (2) 50 クリッカー端末 高校1年生 12
2023年 オープンキャンパス 30 Googleフォーム 高校1～3年生, 保護者等 80
2023年 出張講義 45 クリッカー端末 高校2年生 32

表 3　各授業実践の参加者属性

2.3.  ARS 設問
　講義の中で ARS によるクイズ・アンケートを 3 箇
所用いた．各設問と選択肢を表 2 に示す．クイズにつ
いては，公共の場で色による情報伝達を行う際に，そ
の色選定の基準として色の心理学的特性が参照され
ていることを学ぶ内容とした．また，体験授業の受講
者は授業内容に関する事前知識や学習経験をほとん
ど有していないと想定されることから，設問・選択肢
が複雑になりすぎないよう明確に内容の異なる二択
とし，一方の選択肢に回答が極端に偏らないよう難易
度を調整した．また，自身の正誤に関わらずなぜそれ
が正解であるのか・どのような色の心理効果が活用さ
れているのかに関心を持ってもらえるような内容を
となるよう心がけた．アンケートについては，色の感
じ方には平均的な傾向があるものの，全員一致はせず
個人差もあることを体験することを主眼とし，ある程
度回答にばらつきがでると予想される設問・選択肢と
した．なお，各設問の作成にあたり，問 1 は木村・名
取 4），問 2 は落合・齋藤 6），問 3 は内閣府 7）を参照した . 
　ARS の回答端末は，高校での出張講義では受講者
がスマートフォンを所持していないものと想定し，　　
クリッカー端末として株式会社 KEEPAD JAPAN 
Turning Point Response Card LT を使用した．オー

プンキャンパスでは受講者がスマートフォンを所持し
ていると想定し，Google 社 Google Forms で作成した
回答フォームに二次元コードからアクセスして回答さ
せた．いずれの回答方法も，受講者が選択肢から回答
を選択して送信し，その集計結果を即時にグラフで表
示して受講者にフィードバック可能な仕様であった．

3．授業実践
3.1. 実施概略
　当授業は，2022 ～ 2023 年度に日本大学危機管理学
部の体験授業としてオープンキャンパスにて 3 回，高
校での出張講義にて 3 回，計 6 回が実施された．各
回の参加者属性を表 3 に示す．

3.2. 感想調査
　各回の授業終了時に，感想調査への回答を依頼し
た．回答は任意であり，無記名であった．調査項目は，
学年等，授業内容を理解できたか（理解度），関心を
持てたか（関心度），体験授業の内容として適切であっ
たか（体験授業適切度），自由記述による感想であっ
た．理解度，関心度，体験授業適切度はそれぞれ 5 段
階評定 （5：とてもそう思う～ 1：まったくそう思わな
い）で回答を求めた．
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問1 問2 問3 
A: ロゴ* B: 習慣 A: 赤 B: 赤紫 C: 黄 A: 連想* B: 可読性 

2022年 オープンキャンパス (1) 8 6 12 1 1 8 7 
2022年 オープンキャンパス (2) 25 33 43 8 5 30 27 
2022年 出張講義 (1) 11 10 10 9 1 15 8 
2022年 出張講義 (2) 3 7 3 4 1 4 5 
2023年 オープンキャンパス 28 52 55 13 11 31 44 
2023年 出張講義 14 14 22 7 3 17 15 
計 89 122 145 42 22 105 106 
% 42.2% 57.8% 69.4% 20.1% 10.5% 49.8% 50.2% 

* 正解 

表 4　授業内クイズ・アンケートの回答分布

4．結果と考察
4.1. 授業内クイズ・アンケートの結果
　ARS を用いた授業内クイズ・アンケートの回答分
布を表 4 に示す . 問 1 と問 3 は二択クイズであるが，
いずれも正当率は 40 ～ 50% の範囲であった．このこ
とから，受講者にとって簡単すぎたり，一方の選択肢
に極端に回答が偏ることの少ない設問であったとい
える．また，問 2 の三択アンケートでは「赤」が約
70% と比較的多く，赤紫が 20%，黄が 10% 程度であっ
た．このことから色の視覚的な危険性認知について，
個人差があることと，平均としては赤が選択されやす
いことを紹介する上でこの設問・選択肢は有効であっ
たといえる．ただし，落合・齋藤 6）の結果では危険
度が高い順に赤，黄，赤紫であったことから，赤紫
と黄の選択比率は異なった．

4.2. 感想調査の結果
　計 6 回の授業実践で計 175 名から感想調査への回答
を得た（回答率 79.2%）． 理解度，関心度，体験授業
適切度の回答分布と平均評定値を表 5 に示す．体験授
業の受講者はもともと学問領域やテーマに対する関
心が高いことを考慮する必要があるが，いずれの項
目も特段否定的な評価は少なく，全体として理解や
関心の得られやすい授業ができたといえよう．また，
危機管理や社会安全に関する体験授業として色彩心
理学を切り口とした話題提供は珍しいものであるが，
体験授業適切度評価も高く，受容されたものといえ
る．自由記述感想は計 80 件の回答があり，いずれも
肯定的な内容であった．ARS に関しても，「途中でク
イズやアンケートがあり楽しく授業を受けることが
できました」，「挙手があまり得意でなかったのでク
リッカーを用いた授業でやりやすかった」，「赤，赤紫，
黄でどの色がもっとも危険性を感じるかという質問
で，自分は赤紫と思ったけれど回答がわかれていて
面白かった」といった回答があり，導入意図通りの
効果がみられたといえよう．

理解度 関心度 体験授業
適切度 

5: とてもそう思う 138 130 142 
4: ややそう思う 36 42 30 
3: どちらともえいない 0 2 3 
2: あまりそう思わない 0 0 0 
1: まったくそう思わない 0 0 0 
平均値 4.79  4.74  4.79  
SD 0.41  0.47  0.44  

表 5　感想調査の結果

4.3. まとめ
　本稿では色彩心理学に関する講義型の体験授業を
行う際のティーチングティップスとして ARS を導入
した取組みについて紹介したものである．あくまで教
育実践の一事例であり ARS 導入効果の厳密な検証を
目指した研究ではないが，受講者の ARS 回答や感想
調査の結果をみる限り，概ね授業デザインに則した体
験授業の実装・実践ができたといえよう，とくに色の
心理効果に関して，「赤＝危険」などの連想は一般的
傾向に基づくものであり，全員が必ずしも同じ連想を
もつとは限らない．そういった色の感じ方に関する
平均的傾向と個人差を把握する上で，ARS を用いた
アンケートは自分と他者の感じ方の異同が視覚的に
即座に理解でき，限られた講義時間で有効な学修支援
ツールになると考えられる．クイズに関してもその後
の解説に関心を持ってもらえるよう二択だが回答が
一方に偏らないような設問となるよう心がけた．表 4
に示す通り．問 1・問 3 とも正答率が 40 ～ 50% の範
囲であったことから，概ね狙い通りの結果が得られ
たといえる．ARS は回答集計値が自動的に記録され
るため，こういった授業実践に関する検証や振り返
りを行いやすいことも利点である．
　受講者の参加意欲や主体性を高める上ではワーク
ショップや演習形式を用いることも有効と考えられ
るが，1 回 30 分程度と授業時間が短く，受講者も初
対面同士となる体験授業では，演習形式の運用が困
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難な場合も多い．ARS が講義の双方向性を高め学習
者の意欲や理解を促進させることは従来から繰返し
報告されてきたが，本稿では社会安全と色彩心理学
というテーマにおける導入設計と設問例およびその
結果を報告した．色彩学に関する講義形式の体験授
業においてどのように受講者の主体的参加や学びへ
の意欲向上を促すかについて，今後も研究や教育実
践事例の蓄積が望まれる．
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